







号（第 10 号）では、「第二編　地人相関の媒介としての自然／第二十章　植物」の〈補注 1〉から〈補
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日月星空気……電信機等日常児童ノ目撃シ得ル所ノモノ
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るべきである























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































稲 は 専 ら 水 田 に 作 る も の に し て 、こ れ に 粳 、糯 の 二 種 あ り 。粳 は 通
常 飯 と す る 外 酒 、醋 等 を 製 し 、糯 は 餅 、強 飯 と す る 外 味 啉 、飴 等 を 製






















小 麦 に て は 温 飩 、素 麵 、麩 、麵 包 等 を 製 し 、又 こ れ に 大 豆 を 交 ぜ て
醬 油 を 製 す 。大 麦 、裸 麦 は 重 も に 飯 と な し 、又 大 豆 に 交 ぜ て 味 噌 を
作 る 、そ の 他 食 用 に な る 穀 物 は 蜀 黍 、粟 、稷 、蕎 麦 等 な り。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　　第 二 章。



































植 物 よ り 取 る 衣 服 の 料 は 草 綿 の 実 よ り 取 る 所 の 綿 と 、大 麻 、苧 麻
の 茎 の 皮 よ り 取 る 所 の 麻 な り 。綿 に て 木 綿 を 織 り 、大 麻 、苧 麻 に て
麻 布 を 織 る。
　　　第 三 章。















































































衣 服 を 染 む る 藍 靛 は 藍 の 葉 よ り 製 す 。塗 物 に 用 ふ る 漆 は 漆 樹 の 幹
に あ る 液 を 採 り て 製 す 。蠟 燭 に す る 蠟 は 漆 樹 、黄 櫨 の 実 よ り 製 す 。
紙 は 楮 、黄 瑞 香 等 の 茎 の 皮 を 剝 ぎ て 製 す 。家 に 敷 く 畳 表 は 藺 と 云 ふ
草 の 葉 に て 織 り た る も の な り。
　　　第 五 章。




























































根 は 植 物 を 地 上 に 安 置 し 、栄 養 の 原 品 を 地 中 よ り 吸 収 す る 部 分 な






































茎 及 び 幹 は 花 と 葉 と を 出 し て 太 陽 の 光 り と 熱 と に 触 れ し め 、根 の
吸 ひ 取 り た る 食 物 の 原 品 を 葉 に 送 る 作 用 を な す 部 分 な り 。茎 及 び 幹
に は 種 種 の 種 類 あ り て 草 茎 、亜 灌 木 、灌 木 、喬 木 、纏 茎 、匍 匐 茎 、根




































根 は 食 物 の 原 品 を 土 中 よ り 吸 収 し 、茎 、幹 の 媒 介 に 由 り て 之 を 葉
に 送 り 、葉 は こ れ を 取 り て 太 陽 の 光 り と 熱 と を 受 け 、空 気 よ り 養 分
を 取 り て 養 液 を 製 造 す 。故 に 植 物 の 食 物 は 一 分 は 土 中 よ り 取 り 、一
分 は 空 気 よ り 取 る 。葉 は 茎 、幹 よ り 分 れ 出 で た る 緑 色 の 小 片 な り 、
こ の 部 分 は 太 陽 の 光 り と 熱 と を 受 け 、空 気 に 触 れ て 養 液 を 製 造 す る
作 用 を 為 す も の な り 。葉 は 葉 片 、葉 柄 よ り 成 り 、そ の 形 に 四 つ の 元



































































































































































































0 0 0 0
に
過ぎないのだけれども）にはじめて






























































































































































































穀 物 の 一 般 成 分（％）
水　分 たんぱく質 脂　肪 炭水化物 繊　維 灰　分
米
玄 15.5 8.6 2.8 74.0 1.0 1.2
白 15.7 7.6 1.2 79.0 0.2 0.6
オ オ ム ギ
玄 13.7 10.8 1.9 66.7 5.3 2.6
精 14.8 10.8 1.9 71.2 1.4 1.6
ハダカムギ
玄 13.9 9.2 2.0 70.0 2.3 1.9
精 14.0 9.5 1.5 72.0 1.1 1.5
コ ム ギ
玄 13.7 12.3 1.7 68.4 2.4 1.6
粉 14.3 12.5 1.5 71.2 0.6 0.7
トウモロコシ
玄 13.6 8.6 4.4 70.4 1.5 1.3
精 14.4 8.3 2.5 73.1 1.0 1.0
モ ロ コ シ
玄 11.8 10.2 4.7 70.0 1.5 1.8
精 11.9 9.5 2.6 74.4 0.4 1.1
ア ワ
玄 12.2 9.6 3.7 64.5 7.0 2.9
精 12.1 10.9 2.8 72.2 0.5 1.4
キ ビ
玄 14.0 12.2 4.0 62.2 3.8 3.8
精 12.4 12.2 2.4 70.8 0.8 1.4
ヒ エ
玄 11.6 9.4 4.2 63.1 8.4 3.3
精 10.7 10.3 3.4 73.4 0.4 1.4
オ ー ト
玄 11.3 12.4 5.4 57.4 10.6 3.0
精 13.1 17.3 5.2 61.8 0.6 1.9


















































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0 0
場合も少なしとしない。しか
し、トウモロコシ（〈学〉ZeamaysL.）は、その原産地をメキシコないし南アメリカ北部の地域
とし（ただし、その原種が未だに不明であり、起源に関しても諸説あるが）、コロンブスの南ア
メリカ発見時、イスパニヤに持ち帰られてから僅か三十年間で全ヨーロッパに広まり、さらにイ
ンドや中国に伝えられ、日本へは一五七九年（天正七年）にポルトガル船によって将来された。
トウモロコシは、イネ科一年生作物であるから、当然、モロコシとは全然別の植物である。漢字
表現としては、モロコシは蜀黍であるが、トウモロコシのほうは玉蜀黍と書く。トウモロコシは、
食用、飼料用とするほか、食用油やマーガリンをつくるほか、薬品ともされ、用途は極めて広範
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創価教育　第 12号
囲にわたっている。
23　紋鼈（九一ページ、注 10）　現在は紋別と書き、また一九五四年には市制を布き（紋別郡
の紋別町と渚
しょ
滑
こつ
村・上渚滑村の二村とが合併した）、北海道の北東部、オホーツク海に面する海
岸のほぼ中央に位置する（網走市から直線距離にして約八〇キロメートル）小都市として栄える。
人口四万内外。一八〇〇年ごろから和人が定住して漁業に従事したといわれるが、しかし、本格
的な発展を見せるのは一九二一年の名寄本線の開通と一九二九年の港湾修築とが実現した以後の
ことに属する。じっさいに、網走に次ぐオホーツク海岸の有力漁業基地として、沖合底引網、サ
ンマ棒受網、イカ釣り、そのほか多角的な漁獲をおこない、漁獲高も多い。また水産加工業もさ
かんである。農村部では畑作と酪農とが営まれ、主産物はバレイショ、テンサイ、牧草である。
なお、この地域は《米作の北限地帯》として知られる。山地は嘗ては地下資源に恵まれており、
鴻
こう
ノ舞
まい
鉱山（金・銀）、龍
りゅう
昇
しょう
殿
でん
鉱山（水銀）などが有名だったが、一九七〇年代には閉山に追い
込まれた。そののちは、むしろ観光開発に比重がおかれ、空港が重要拠点の役割を持つようにな
った。
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